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令和 6 年度第 3 回子ども・子育て会議 議事録 

 

1 日時 

令和 6 年 10 月 25 日（金）14：00～15：00 

 

2 場所 

和歌山市あいあいセンター 3 階会議室 第 3・4 

 

3 会議次第 

１ 開会 

２ こども未来部長挨拶 

３ 議題 

（１）和歌山市こども計画素案について 

（２）その他 

４ 閉会 

 

4 会議資料 

資料１ 和歌山市こども計画素案 

資料２ 現行計画との対応表 

資料３ 施策展開対応表 

資料４ 和歌山市こども計画課題解決図 
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司会 

ただいまから令和 6 年度第 3 回和歌山市子ども・子育て会議を催いたします。  

本日の会議は委員 19 人のうち 13 人の委員の方の出席をいただいておりますので、和歌

山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 3 項の規定に基づき、本会議が成立しておりますこ

とをご報告いたします。  

また、議事録作成のため本会議をレコーディングさせていただきますのでご了承くださ

い。  

 

それでは、こども未来部長よりご挨拶申し上げます。 

 

【こども未来部長挨拶～】 

 

司会 

では、本日の会議資料の確認をお願いいたします。 

 

【会議資料確認～】 

 

司会 

本日の会議は15時を終了予定としています。また、本会議終了後、休憩を挟んだのち、

各部会を開催させていただきます。  

それでは、会長、和歌山市子ども・子育て会議条例第 6 条第 2 項に基づき議事進行のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

 

会長 

皆様、お忙しい中、本日もお集まりいただきましてありがとうございます。  

それでは、前回に引き続き、私が議長を務めさせていただきます。議事進行につきまし

ては、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

では、会議次第に基づきまして、会議を進めてまいりたいと思います。議題 1 は、和歌 

山市こども計画素案についてです。事務局から説明をお願いいたします。 

 

【事務局から和歌山市こども計画素案について説明】 

 

会長 

はい、説明ありがとうございました。それでは、ご意見・質問等ありましたら、お願い

いたします。 
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委員 

本当に今までの全てのニーズが詰まっている非常に素晴らしい支援策だと思います。新

規の項目も非常に多くて、それぞれが今の計画案に全て集約されているという感じで、素

晴らしいと感じました。 

自分の専門領域のことに関してなんですけれども、96ページ、84番の小児精神科医アド

バイザー事業が新規であるんですけれども、小児精神科医を標榜している専門の方ってい

うのはなかなか少ないんですが、ここのちょっと事業の具体的なイメージを教えていただ

けたらなという風に思います。 

 

こども家庭センター 

小児科精神科アドバイザー事業につきましては、内容に記載ありますように、小児精神

科医の専門の先生の方に来ていただきまして、うちの方の県会議の中で、こういった精神

的なものや関連するケースについてアドバイスいただきまして、適切な支援につなげてい

くという風な事業になっております。 

 

会長 

その他、いかがでしょうか。 

 

委員 

ありがとうございます。これ、すごくまとめるの大変だったと思いますが、お疲れ様で

した。 

これは言わせていただきたいなと思ったんですけども、現行計画はすごく見にくかった

んですけど、今回、担当課の欄があり、また、事業対象に色が塗られて、すごく読みやす

かったんです。いいこともやっぱり言っていかないといけないなと思いました。 

市民にとっても対象が分かりやすく、担当課にとっても、対象の事業はしないといけな

いとこれを見て思うと思うので、すごく分かりやすくなってよかったなと思ってます。以

上です。ありがとうございます。 

 

会長 

他いかがでしょうか。 

 

 

委員 

いつもありがとうございます。次期計画の中で、私として注目しているのが 3 点ござい

ます。16番の乳幼児健康診査事業、56番の保幼こ小（保育所・幼稚園・認定こども園と小

学校）交流及び研修会の充実、59 番の保育士の確保、これを注視しております。現場とい
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たしましても、この 3 点については重要なポイントでありますし、特に保育士の確保とい

うところはかなり大きな課題となっております。  

保育士がいないということで、なかなか子供を預けることができないという場合もあろ

うという風に、私の想像とするところでありますが、想定しております。今回の中には、

潜在保育士のっていうところが、すごく重要なんじゃないか。なかなか養成校の方も子供

たちが減ってるし、また、保育士登録をしたり幼稚園免許を取っても、実際にはそういっ

た業界には入らず、一般企業に入る子供たちがいるということも聞いておりますので、そ

こだけでなく、やっぱり潜在的に働こうと思ってる方々をどうやって現場に繋げていくか

というところが重要なポイントだという風に思っています。 

それから、56 番の保幼こ小交流及び研修会の充実。まずは公立からということは十分そ

の通りだという風に思いますけれども、実際には、各施設も小学校と連携して、やはり小

1 の壁という困り事をなるべく低くして小学校につなげたいという思いで色々と交流はし

てるんですけれども、なかなか双方忙しい現場というのもありますので、ぜひこの辺に関

しては、 希望するところだけではなく、また、それをしようと思っている公立の小学校で

あったり、公立私立関係なく小学校の繋ぎというんでしょうかね、この辺もまたやってい

ただければという風に考えます。はい、ありがとうございます。以上です。 

 

会長 

 他いかがでしょうか。 

 

委員 

よろしくお願いいたします。先ほどお話があったように、私もとても見やすい内容にな

ってるなっていう風に感じました。  

私の方から 2 点のお願いです。今、先生からもお話があったように、89 ページの 56 番

ですね、和歌山市の子供のことを考えると、やはり私立の施設も やはり入っていただかな

いと和歌山市の子供たちを育てることはできないと思いますので、困難なことだと思いま

すが、ぜひ公私ともに研修、話し合いができる場を作っていただけたらと思います。 

もう 1 点は、その次のページの 59 番保育士の確保です。はっきりと、保育士の処遇改善

と働きやすい職場環境という風に記載いただいております。  

その中で、今の若い人たちは非常に精神面がやはり弱いところがございます。なんで辞

めてしまうんだろうと思われることも多々あるかと思います。で、その裏を聞いています

と、今日、保護者との関わりがうまくいかなかった、子供たちとのこう関わりがうまくい

かにいかなかった、そういう心の失敗というものの積み重ねが、自分がここにふさわしく

ないんではないかというふうに、話すことができないまま辞めてしまうことが多いのです。 

できましたら、ソフト面、今何に困ってるっていうようなことを やはり少し聞いていた

だける場を作っていただけたらありがたいかなと思っております。よろしくお願いいたし
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ます。以上です。 

 

会長 

はい、ありがとうございます。今の委員の意見につきまして、担当課のご意見何かござ

いますでしょうか。 

 

保育こども園課 

若い保育士の心のケアにつきましては、保育現場では、どうしても子どもたちが優先に

なってしまいますので、日頃の業務負担を少しでも減らし、ゆっくりと話を聴く時間を確

保することができるよう、清掃などの周辺業務のお手伝いをいただく体制強化の充実をは

かっているところです。この積み重ねにより、少しでも離職防止につなげていければと思

います。以上です。 

 

委員 

56 番に注目が集まってますので、ちょっとその補足なんですけど、自分自身も小児科内

科で、特性のあるお子さんを診ているんですけれども、最近、本当に緊張度の高い幼児の

お子さんですとか、実体験を経なければなかなか未知のものに対する緊張度の高いお子さ

んいうのをよく診ます。最初アドバイスさせていただくのも、事前に、小学校の運動会が

開放されてる時とかに行ってみたりとか、教室に実際行ってみることで、だいぶその子の

方のハードル下がるよってアドバイスをさせていただくので、こういった、56 番のような、

小学校と幼稚園っていうのが断絶してなくって、しょっちゅう現場を見る機会があるって

いうのは、ある程度は緊張度の高いお子さんにも、すごく有効な手立てなのではないかな

という風に思います。  

それだけ有効度が高いという風に予測を自身はしているので、やはり、以前のパンデミ

ックのように、いろんな交流が閉ざされてしまうこの 3 年間っていうのは、非常に子供た

ちの緊張度を上げる結果に繋がったのかなという風に考えてます。そこで、こういった交

流を今後進めていくにあたって、パンデミックみたいな形になった時に、いかにその交流

を維持しながらパンデミックに対応していくかのような、ちょっとそういう臨機応変な対

応というのも今後ちょっと政策に盛り込まれているのかどうかっていうところを少しお伺

いしたいです。 

 

会長 

それでは、担当課お願いいたします。 

 

学校教育部 

ちょっと直接の説明にはならないかもしれないんですが、56 番の保幼こ小交流と研修の
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あたりからの話だったかと思います。それで、和歌山市立幼稚園の場合は、和歌山市立の

小学校の校長先生が兼務していただいてるということもありまして、校長先生と園長先生

が同一であるということで、交流をしやすいという。管理職が同じであるっていうところ

と、敷地も隣にあるということ で、割と交流をしやすいんですが、私立の幼稚園さんであ

るとか、保育所さんであるということになりますと、立地に関しても距離的なこともあっ

たりということで、そこの課題というか、そこのハードルをどう超えるかっていうことが、

まず 1 つあります。 

ただ、私も小学校で勤務させていただいてた時に、自分の学校に来ていただく子供さん

の情報というのは 就学前にいただいてましたので、各幼稚園に見に行かしていただいたり

保育所に見に行かしていただいたりっていうことで、交流をしたりっていうことをさせて

いただいていました。今後は、職員の交流であるとか、子供同士の交流ということをどう

するかっていうことであったりとか、またコロナ禍のようになった時の対応っていうのは

考えていかないといけないかなっていうことはあるんですが、場所的なことであったり、

公立であるか私立であるかでないかというような様々な条件があるので、そこを整理して、

これからどういう風にしていくかっていうのを考えていかないという風に思っています。

以上です。 

 

会長 

ありがとうございました。その他はいかがでしょうか。 

 

委員 

98ページ、93番ヤングケアラー支援というものなんですが、具体的にヤングケアラーの

早期発見・早期対応ができる環境を整備しますと書かれていますが、具体的に現時点でど

のようなことをお考えなのか、ご共有いただけたらと思います。 

それと、31 ページ、ひきこもり支援コーディネーターという言葉なんですが、これは和

歌山市内でどのくらいの人数が配置されてるのかという意見をお願いいたします。 

 

こども家庭センター 

まず93番ヤングケアラー支援について、ご質問がありましたのでお答えさせてもらいま

す。  

早期対応ができる環境を整備するということにつきましては、現在このヤングケアラー

というのは、なかなかご本人も気になってもいない場合が多いケースになっております。

そこをいかに第三者関係機関が気づいてあげるかいう、気づきをどのようにしていくかと

いうのが課題になっています。  

そこの中で、まず児童福祉の分については、まず学校っていうのは、第一の気づきの現

場になっておりますので、そことの連携、情報共有をいかにしていくかっていうところに、
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この整備っていうのになってくると思います。以上です。 

 

保健対策課 

引き続いて、ひきこもり支援コーディネーターのことをご説明させていただいてよろし

いでしょうか。 

134 番、ひきこもり者への相談支援の充実で、現在ひきこもり支援事業の方を民間団体

の方に委託しております。その中でひきこもり支援コーディネーターという職員を 1 名配

置し、その職員がひきこもり支援が必要なの方への相談、関係機関への連携調整等に従事

しているという状況になります。以上です。 

 

委員 

市内に 1 名の方がいらっしゃるということでよろしいですか。 

 

保健対策課 

はい、その通りです。 

 

会長 

はい。他、いかがでしょうか。 

私の方からも意見を申し上げます。 

59 番の保育士の確保については、これはどことも、今この問題を抱えておりますので、

和歌山市において保育士の確保の課題を具体的にどのように捉えられているのか、どのよ

うに確保していこうと考えているのかということにつきまして、もう少し詳しく教えただ

けたらなというふうに思います。  

次は、もう 1 点ですね。放課後児童クラブの件ですけれども、先ほどから委員からも指

摘ありましたように、保育士の方では、研修会の充実とかですね、交流の充実っていった

ことが書いていただいておりますけけれども、放課後児童クラブの方については整備とか

施設の充実等の内容が入っているんですけれども、支援員に対しての研修とかですね、小

学校、あるいは保育園との交流的なものっていうのは今回ちょっと見当たらないかなとい

う風に思います。私の見落としかもしれませんので、その辺りの部分についてもちょっと

お伺いできたらなと思います。 

 

保育こども園課 

５９番の保育士確保について説明させていただきます。 

保育士が働きやすい職場環境の整備としまして、清掃や給食の配膳などの周辺業務を担

う補助員の配置により、少しでも日々の業務負担を減らせるよう対応しています。また、

新たな保育士を確保するためにも、潜在保育士の再就職支援は必要で、復帰しやすい環境
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づくりや、復帰への不安軽減のため、研修等を今後検討していきます。 

保育士養成学校との連携につきましては、現在もインターンシップや、ボランティアと

して学生を受け入れており、また保育専門員が、大学へ出向いて保育現場の魅力発信に努

めているところです。今後もこれらを充実させていくことで、引き続き保育士確保を進め

ていきたいと考えています。以上です。 

 

青少年課 

放課後児童クラブについてお答えします。 

指導員の研修というものの記載は今回ない状況です。当課としましては、118 番の放課

後児童クラブの充実っていうところで意味合い的には含めると思うので記載がないのです

が、確認していただきたいと思います。 

それから、交流についてです。今、放課後児童クラブは学校で開設しているような状況

になりますので、子供はもちろんその小学校の生徒なんですけど、学校の教員と指導員の

連携っていうところは、また図っていきたいということで考えてます。 

指導員の研修につきましては、運営委託してますので、当課からも支援が必要な子供さ

んへの支援とか、色々課題はあると思いますので、研修をしっかりするようにということ

で指導をしているところです。以上です。 

 

会長 

はい、ありがとうございました。その他、いかがでしょうか。 

では、ご意見等ないようでしたら、少し早いですけれども、 和歌山市こども計画素案に

ついては以上をもちまして、終わらせていただきたいと思います。  

先ほど事務局の方から説明ありましたように、今日は資料のですけれども、かなりボリ

ュームがありますので、もしご意見がございましたら、今日配付されているものの中に意

見書っていったものがあると思いますので、そちらの方を書いて届けていただければとい

う風に思います。よろしくお願いします。 

それでは、議題に、その他と言いますが、事務局から何かございますでしょうか。 

 

子育て支援課 

ございません。 

 

会長 

はい、ありがとうございます。 それでは、これを持ちまして令和６年度第 3 回和歌山市

子ども・子育て会議の議事については終了としたいと思います。委員の皆様、ご協力あり

がとうございました。では、事務局の方よろしくお願いいたします。 
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司会 

 おかげ様をもちまして議事は全て終了いたしました。  

会長におかれましては、議長をお務めいただき、ありがとうございました。また、委員

の皆様、ありがとうございました。  

冒頭でお伝えした通り、本会議終了後、休憩を挟んだ後、予定では 3 時 15 分から部会の

開催を予定していたんですけども、準備の方が整い次第始めたいと思います。 

幼児教育・保育部会はこの階の会議室第２、放課後児童・地域子育て部会は 1 つ上に上

がっていただいて、4 階の会議室第６になります。  

 事務局が誘導いたしますので、恐れ入りますが会議終了後ご移動をお願いいたします。  

 以上を持ちまして、令和 6 年度第 3 回和歌山市子ども・子育て会議を閉会させていただ

きます。本日はありがとうございました。 

 

 

 


